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　瑠璃光苑
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授産施設、作業所で頑張っている姿を伝えたい

　

す
べ
て
の
人
が
、
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
で
自
立
し

て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
に
お
い
て
は
昨
年
10
月
に

障
害
者
自
立
支
援
法
が
本
格
施
行

さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
、
本
年

３
月
に
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉

計
画
を
策
定
し
『
支
え
あ
い
自
分

ら
し
く
生
き
る
ま
ち
伊
万
里
』
を

基
本
理
念
と
し
て
、
様
々
な
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
障
害
者
が
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
生
活
に
必
要
な
収
入
の
確

保
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
の
促
進

の
面
で
、
現
在
決
し
て
十
分
と
は

い
え
な
い
状
況
に
あ
り
、
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

最
も
重
要
な
の
は
一
般
就
労
の
場

の
拡
大
で
す
が
、
一
般
就
労
を
進

め
る
た
め
に
も
、
ま
た
同
じ
く
ら

い
重
要
な
場
と
な
る
の
が
、
今
回

紹
介
す
る
『
授
産
施
設
』
や
『
作

業
所
』
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
一
般
就

労
が
難
し
い
障
害
者
が
利
用
者
と

し
て
軽
作
業
を
行
い
、
作
業
に
よ

る
収
入
は
、
利
用
者
に
工
賃
と
し

て
支
払
わ
れ
る
た
め
、
障
害
者
の

貴
重
な
収
入
源
と
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
活
動
が

活
発
に
な
れ
ば
、
多
く
の
障
害
の

あ
る
皆
さ
ん
が
、
自
力
で
収
入
を

得
て
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
を

実
現
で
き
る
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
仕
事
の

提
供
や
商
品
の
購
入
な
ど
、
こ
れ

ら
の
施
設
の
支
援
に
つ
い
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
る
８
月
20
日
か
ら
９
月
７
日
ま
で
、
山
口
県
立
大
学

社
会
福
祉
学
部
３
年･

松
尾
圭
祐
さ
ん
（
21
歳
、
有
田
町
出

身
）
が
市
福
祉
事
務
所
で
実
習
し
ま
し
た
。
松
尾
さ
ん
は
、

約
３
週
間
の
福
祉
行
政
や
現
場
で
の
体
験
を
通
じ
て
、
特

に
『
障
害
者
の
雇
用
』
の
場
の
現
状
や
課
題
に
直
接
触
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
に
対
す
る
思
い
を
一
層
強
く
し
た

よ
う
で
す
。
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職
を
め
ざ
す
大
学
生

の
視
点
で
と
ら
え
た
伊
万
里
市
の
障
害
者
福
祉
・
雇
用
の

現
場
の
体
験
リ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

『
地
域
全
体
で
支
え
あ
う
ま
ち
』
に
ご
協
力
を

特　集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　　　　　　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization

ご協力いただいた施設

福
祉
事
務
所
実
習
生
が
障
害
者
の
職
場
を
体
験
リ
ポ
ー
ト

障害者の自立をめざして障害者の自立をめざして

山
口
県
立
大
学
３
年

松
尾
圭け

い
す
け祐

さ
ん

  

市
福
祉
課
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ

特　集
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障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
相
談
窓
口
と
し
て
障

害
者
療
護
施
設
瑠
璃
光
苑
と
医
王

保
育
園
に
隣
接
し
た
所
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
セ
ン
タ
ー
長
の
福

地
峰
雄
さ
ん
に
、福
祉
従
事
者
（
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
と
し
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
大
事
か
、
ま
た
、

利
用
者
と
面
接
す
る
と
き
の
雰
囲

気
づ
く
り
の
大
切
さ
や
他
の
職
種

と
連
携
す
る
こ
と
な
ど
、
将
来
、

福
祉
の
仕
事
を
め
ざ
す
私
に
と
っ

て
と
て
も
重
要
な
こ
と
を
学
ば
せ

　

瑠る

り璃
光こ

う
え
ん苑

で
は
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
行
わ
れ
、

私
は
、
そ
こ
に
来
ら
れ
て
い
る
利

用
者
と
、
実
習
を
通
し
て
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

た
ま
た
ま
甲
子
園
の
決
勝
戦
が
あ

っ
て
お
り
、
み
ん
な
で
佐
賀
北
高
校

を
応
援
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
に
は
毎
日
、
身
体
機
能

の
低
下
を
防
ぐ
機
能
訓
練
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
お
り
、
施

設
自
体
も
車
イ
ス
利
用
者
に
合
っ

た
洗
面
台
の
高
さ
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
な
環
境
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
里
町
の
有
田
川
カ
ワ

ニ
バ
ル
に
も
利
用
者
み
ん
な
で
参

加
さ
れ
、
地
域
の
中
で
生
活
で
き

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
て
、
話
を

し
た
人
た
ち
は
手
芸
や
運
動
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
て

も
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
し
た
。

　

椿
作
業
所
は
、
通
所
者
８
人
で

開
始
し
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は

生
活
介
護
と
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

の
２
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
約
20
人

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
時
間
が
と
て
も
ゆ
る
や

か
に
過
ぎ
る
感
じ
で
、
場
所
も
静

か
な
所
で
す
。
利
用
者
一
人
ひ
と

り
の
ペ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
て
い

て
、
時
折
休
憩
を
入
れ
な
が
ら
、

笑
顔
で
交
流
し
た
こ
と
が
と
て
も

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
名　

称　

社
会
福
祉
法
人
東
方
会
『
瑠
璃
光
苑
』

◆
事
業
種
別　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
（
障
害
者
自
立
支
援
給
付
施
設
）

◆
所
在
地　

二
里
町
大
里
乙
４
０
３　

１
（
☎
⑳
４
５
２
０
）

◆
主
な
作
業
内
容　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
洗
車
、
園
芸
活
動
、
年
賀
状

　

デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
、
し
め
縄
な
ど

◆
利
用
者
（
登
録
者
）　

24
人

◆
名　

称　

社
会
福
祉
法
人
桑
梓

　

舎
『
椿
作
業
所
』

◆
事
業
種
別　

就
労
継
続
支
援
Ｂ

　

型
（
障
害
者
自
立
支
援
給
付
施
設
）

◆
所
在
地　

黒
川
町
小
黒
川　
　

　

６
９
７　

１
（
☎
㉗
２
７
５
０
）

◆
主
な
作
業
内
容　

農
作
業
（
お

　

茶
、
米
）、
緑
地
整
備
、
野
菜
栽
培
、

　

手
芸
（
刺
し
子
）

◆
利
用
者　

19
人
（
職
員
７
人
）

◆
名　

称　

伊
万
里
有
田
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
事
業
種
別　

障
害
者
相
談
支
援
窓
口
（
地
域
生
活
支
援
事
業
）

◆
所
在
地　

二
里
町
大
里
乙
４
０
２　

２
（
☎
㉓
２
９
０
９
）

◆
主
な
事
業
内
容　

障
害
者
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
・
支
援

◆
職　

員　

３
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
に
溶
け
込
む
配
慮
で
生
き
生
き
活
動

障
害
者
が
一
番
望
む
こ
と
を
考
え
、
援
助
す
る

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
自
立
を
め
ざ
し
て
、

そ
の
人
が
一
番
望
む
こ
と
を
考
え
、

援
助
す
る
様
子
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
い
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
福
地
さ
ん
の
『
誰
に
で
も
頼

ら
れ
る
思
い
や
り
の
深
さ
』
を
今

後
も
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　　　　　　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization障害者の自立をめざして

利
用
者
の
ペ
ー
ス
で
活
動

福地センター長（左）から
多くのことを学びました

瑠璃光苑でのサービスの様子

繊細で丁寧な手芸作品
『刺し子』が作られる椿
作業所

▼
リ
ポ
ー
ト
①

瑠
璃
光
苑

▼
リ
ポ
ー
ト
②

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
リ
ポ
ー
ト
③

椿
作
業
所

※就労継続支援とは、障害者自立支援法によるサービスのうち、一
般企業などへの就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知
識および能力の向上のために必要な訓練を行うもので、雇用型（A
型）、非雇用型（B 型）に分けられます

※



●
相
談
員
に
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
す
っ
き
り
し
た
。
自

分
の
将
来
の
こ
と
を
深
く
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

（
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

●
釣
り
具
の
ウ
キ
の
製
造
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
友
達
が
た

く
さ
ん
で
き
て
、
毎
日
作
業

所
に
来
る
こ
と
が
楽
し
い
で

す
。
今
は
社
会
復
帰
す
る
こ

と
が
目
標
で
す
。　
　
　
　

　

（
国
見
の
里
）

●
信
書
便
事
業
に
取
り
組
み
、

毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。

（
小
麦
の
家
）

●
気
力
と
体
力
が
つ
い
て
き
た

し
、
就
労
す
る
た
め
の
訓
練

が
で
き
て
き
た
と
思
う
。

（
草
の
根
作
業
所
）

●
商
品
が
で
き
た
と
き
の
う
れ

し
さ
は
格
別
で
す
。
他
の
利

用
者
の
人
た
ち
と
話
が
で
き

て
毎
回
楽
し
く
利
用
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
（
瑠
璃
光
苑
）

●
余
暇
活
動
や
お
い
し
い
給
食
、

ま
た
楽
し
み
に
し
て
い
る
旅

行
も
あ
る
た
め
、
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
、
将

来
は
就
職
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。　

 

（
い
ま
り
の
里
）
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小
麦
の
家
の
利
用
者
は
、
私
よ

り
年
齢
が
上
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で

少
人
数
で
し
た
が
、
と
て
も
元
気

よ
く
ク
ッ
キ
ー
を
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
職
員
が
見
守
り
、
協
力
し

な
が
ら
ク
ッ
キ
ー
は
作
ら
れ
て
い

て
、
私
も
一
緒
に
作
っ
て
と
て
も

　

草
の
根
作
業
所
で
は
、
精
神
障

害
の
あ
る
人
が
、
陶
磁
器
の
転
写

や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
袋
詰
め

な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

20
代
～
50
代
の
15
人
前
後
が
作

業
を
し
て
お
り
、
焼
き
物
が
山
積

み
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
多
数
来
ら
れ
て
、
皆
さ

ん
集
中
し
て
一
生
懸
命
に
作
業
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
自
立
支
援
と

は
、
障
害
年
金
と
一
般
就
労
、

作
業
所
な
ど
の
賃
金
で
、
最

低
限
の
生
活
が
営
め
る
体
制

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
障
害

者
も
普
通
に
暮
ら
す
こ
と
が

社
会
の
一
員
と
し
て
あ
た
り

前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

当
施
設
の
活
動
の
基
本

は
、『
地
域
で
生
か
さ
れ
、
地

域
で
生
き
る
』
と
し
て
い
ま

す
。
一
般
就
労
が
困
難
な
障

害
者
を
地
域
で
温
か
く
迎
え

自
立
と
共
生
の
社
会
を
実
現

す
る
手
助
け
を
し
な
が
ら
、

製
造
す
る
お
菓
子
に
は
、
佐

賀
県
産
の
小
麦
と
地
元
の
特

産
品
（
川
内
野
黒
米
、
日
南

郷
茶
、
梨
、
梅
な
ど
）
を
使
っ
て

地
域
と
の
交
流
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
６
月
に
今
の
場
所
に

移
り
、
広
く
て
き
れ
い
な
施
設
に

な
り
ま
し
た
。
利
用
者
、
職
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
ん
な
で
楽
し

く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◆名　称　特定非営利活動法人 NPO 小麦の家『小麦の家
　地域活動支援センター』
◆事業種別　地域活動支援センター（地域生活支援事業）
◆所在地　東山代町里３５９－４（☎㉘２３８６）
◆主な作業内容　クッキー・ケーキの製造販売、特定信書
　便の集配
◆利用者　11 人（職員６人）

◆
名　

称　

特
定
非
営
利
活
動
法

　

人
い
ま
り
草
の
根
会　

地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
『
草
の
根
作

　

業
所
』

◆
事
業
種
別　

地
域
活
動
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
地
域
生
活
支
援
事
業
）

◆
所
在
地　

大
坪
町
丙
１
２
１
５

　
　

１
（
☎
㉒
６
６
４
９
）

◆
主
な
作
業
内
容　

焼
き
物
の
転
写
、

　

乾
燥
食
品
の
袋
詰
め
、
農
作
業

◆
利
用
者　

15
人
（
職
員
４
人
）

楽
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
食
事
の
と
き
に
ク
ッ
キ

ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
種
類

が
豊
富
で
と
て
も
美お

い味
し
か
っ
た

で
す
。

　

ま
た
、
お
菓
子
の
製
造
販
売
以

外
に
も
、
特
定
信
書
便
の
集
配
業

務
と
い
う
独
自
の
事
業
を
さ
れ
て

い
て
、
す
ご
く
活
気
が
あ
る
の
が

印
象
的
で
し
た
。

特
定
信
書
便
集
配
業
務
な
ど
独
自
事
業
も

利

用

者

の

声

転
写
な
ど
作
業
に
集
中

『地域で生かされ、地域で生きる』を基本に活動

理
事
長　

片
岡
洋
子
さ
ん

施
設
か
ら
ひ
と
こ
と

集中して陶磁器の転写作業
に取り組む利用者

クッキーの種類が多く、商品名のラベルを貼る
作業も大変です

特　集障害者の自立をめざして　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　　　　　　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization障害者の自立をめざして

▼
リ
ポ
ー
ト
④

小
麦
の
家

▼
リ
ポ
ー
ト
⑤

草
の
根
作
業
所



　今回の実習を通して、障害者の

作業に対するひたむきな熱意と

集中力や真面目さに本当に感心

させられました。障害者の自立を

考えたうえで、もっと積極的に、

その人の良いところを見て雇用

してくれる職場がもっと増えれ

ばいいと思いました。

　そういったことから、障害者の

雇用には、福祉施設の職員の熱意

や利用者の働きたいという意志、

家族の理解だけでなく、企業や

地域社会の理解と関心がとても

大切だと思いました。

　実習を受け入れてくださった

各施設の人には、丁寧にわかり

やすく、熱心に教えていただき、

大変感謝しています。私も、こ

の体験を生かして、みなさんの

ような立派な福祉従事者をめざ

したいと思います。

山口県立大学３年　松尾圭祐

企業や地域社会の

理解と関心が大切

☆実習を終えて☆
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国
見
の
里
で
は
、
身
体
だ
け
で

な
く
知
的
、
精
神
の
障
害
者
も
利

用
さ
れ
て
お
り
、
少
人
数
で
釣
り

具
の
組
立
て
や
リ
サ
イ
ク
ル
紙
選

別
の
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
材
料
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
工
程
に
応
じ
た
専
用
の

機
械
や
道
具
を
使
っ
て
、
慣
れ
た

手
つ
き
で
次
々
に
加
工
作
業
を
さ

れ
て
い
て
、雰
囲
気
は
ま
さ
に
『
町

工
場
』
と
言
う
感
じ
で
し
た
。

　

ま
ず
、
い
ま
り
の
里
は
他
の
ど

の
作
業
所
よ
り
も
利
用
者
の
数
が

多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
空
き
缶
な

ど
の
廃
品
回
収
班
に
同
行
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
働
く
姿
を
見
て

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
み
ん
な

真
面
目
で
、
現
場
に
着
く
と
一
目

散
に
配
置
に
つ
き
、
協
力
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

　

昼
食
時
や
昼
休
み
は
和
気
あ
い

あ
い
と
し
ゃ
べ
っ
た
り
楽
し
そ
う

に
し
て
、
作
業
と
な
る
と
み
ん
な

で
声
を
出
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
利
用
者

に
も
仲
良
く
し
て
い
た
だ
き
、
良

い
実
習
に
な
り
ま
し
た
。

◆
名
称　

社
会
福
祉
法
人
『
国
見

　

の
里
』
伊
万
里
作
業
所

◆
事
業
種
別　

身
体
障
害
者
小
規

　

模
通
所
授
産
施
設

◆
所
在
地　

大
坪
町
丙
１
２
１
５

　
　

１
（
☎
㉒
２
９
８
５
）

◆
主
な
作
業
内
容　

つ
り
具
工
場

　

下
請
作
業
、
印
刷
廃
紙
の
回
収

　

選
別
、
牛
舎
清
掃
、
農
作
業

◆
利
用
者　

12
人
（
職
員
３
人
）

◆名　称　社会福祉法人幸生会『いまりの里』
◆事業種別　知的障害者通所授産施設
◆所在地　大坪町丙１１５８－１（☎㉒９０４４）
◆主な作業内容　ダンボール回収、薪製造、みかん栽培、
　ビニールハウス部品下請け、市民図書館清掃
◆利用者　31 人（職員９人）

素
早
い
配
置
、
声
を
出
し
み
ん
な
で
協
力

慣
れ
た
手
つ
き
で
次
々
加
工

市の委託を受けて市民図書館の清
掃業務にも取り組んでいる『いま
りの里』

次々に加工作業が進む様子
は『町工場』のようでした

ビニールハウスの部品と
なるボルトの仕分けを手
伝いました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　　　　　　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization　　　　normalization障害者の自立をめざして

施
設
長　

井
元
直
行
さ
ん

施
設
か
ら
ひ
と
こ
と

　

こ
れ
ま
で
数
名
の
一
般
事
業
所

へ
の
就
職
、
自
立
に
向
け
て
の
支

援
を
行
い
ま
し
た
。
就
職
さ
れ
た

人
は
社
会
の
一
員
と
し
て
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
障
害
者
の
自
立
を
支
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
リ
ポ
ー
ト
⑥

い
ま
り
の
里

▼
リ
ポ
ー
ト
⑦

国
見
の
里
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み
な
と
祭
り

秋
空
の
下
、
伊
万
里
港
の
魅
力
を
堪
能

　

９
月
29
日
、
30
日
の
２
日
間
、
黒
川
町
の
七
ツ
島
工
業
団

地
で
『
伊
万
里
み
な
と
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
２
万
人
の
観
客
が
押
し
寄
せ
、
特
に
さ
か
な
ク

ン
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
大
盛
況
！
巡
視

船
ち
く
ぜ
ん
の
体
験
航
海
は
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
長
蛇

　
　
　

の
列
が
で
き
、
名
村
造
船
所
や
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

　
　
　

ル
の
見
学
会
に
も
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
や
凧
揚
げ
大
会
、

　
　
　
　

ケ
ー
ソ
ン
お
絵
描
き
大
会
な
ど
の
ほ
か
、
バ
ー
ベ

　
　
　
　

キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
人

　
　
　
　

気
で
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
家
族
連
れ
な
ど
は
、

　
　
　
　
『
伊
万
里
港
の
魅
力
』を
た
っ
ぷ
り
堪
能
し
ま
し
た
。

9.29-30

船
ち
く
ぜ
ん
の
体
験
航
海
は
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
長
蛇

　
　
　

の
列
が
で
き
、
名
村
造
船
所
や
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

　
　
　

ル
の
見
学
会
に
も
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
や
凧
揚
げ
大
会
、

　
　
　
　

ケ
ー
ソ
ン
お
絵
描
き
大
会
な
ど
の
ほ
か
、
バ
ー
ベ

　
　
　
　

キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
人

　
　
　
　

気
で
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
家
族
連
れ
な
ど
は
、

　
　
　
　
『
伊
万
里
港
の
魅
力
』を
た
っ
ぷ
り
堪
能
し
ま
し
た
。

巨大なケーソンが美術館に変身！

かわいい『セーラー
マン』参上！

さかなクンのステージは立ち見が出るほどの超満員！
さかなクンが描いた絵が、何の魚かわかったかな？

ぎょぎょウレシイ～！
大人気のさかなクン

会場では『畑の中のレストラン』
も開かれ、県内外から集まった参
加者は伊万里牛や新鮮な海産物の
バーベキューを楽しみました

海上保安庁巡視船『ちくぜん』の
体験航海には当日キャンセル待ち
の長蛇の列ができていました

海上自衛隊掃海艇は操舵室内の
見学もできました

華麗な演奏を披露する
陸上自衛隊久留米駐屯
地音楽隊のみなさん

新海流 IMARI’2007

かわいい『セーラーかわいい『セーラーかわいい『セーラーかわいい『セーラーかわいい『セーラーかわいい『セーラーかわいい『セーラーかわいい『セーラー
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黒
澤
映
画
祭

　

９
月
30
日
、
み
な
と
祭
り
会
場

で
行
わ
れ
た
第
12
回
伊
万
里
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
環
境

美
化
功
労
者
に
対
す
る
感
謝
状
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
域
の
環
境
保
全
お

よ
び
美
化
の
活
動
を
お
お
む
ね
８

年
以
上
に
わ
た
り
継
続
し
て
行
う

な
ど
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い

る
個
人
お
よ
び
団
体
を
平
成
10
年

団 体 名 町（地区）
  大坪地区老人クラブ連合会 大　坪
  JA 白野女性部 大　坪
  奥野老人クラブ 黒　川
  波多津馬蛤潟老人クラブ 波多津
  中山老人会 波多津
  上原婦人会 松　浦
  中通婦人会 松　浦
  向山区 山　代

氏　名 町（地区）
  力武　春夫 牧　島
  梅﨑ハツヱ 大　川
  田口ウメノ 大　川
  島田　布弘 松　浦
  髙西　繁枝 二　里
  立川　千里 二　里
  西山　經喜 山　代

環
境
美
化
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈

長
年
の
地
域
へ
の
貢
献
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

度
か
ら
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
個
人
７
人
と
８
団
体

に
塚
部
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　　

第
９
回
伊
万
里
・
黒
澤
映
画
祭

が
10
月
６
日
、７
日
の
２
日
間
、市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
『
～
み
ん
な
の
た
め
に
～
』

を
テ
ー
マ
に
、『
用
心
棒
』『
生
き

る
』
の
黒
澤
映
画
２
本
の
ほ
か
、

『
世
界
の
中
心
で
愛
を
叫
ぶ
』『
舞

子
H
a
a
a
a
n
！
！
！
』
な
ど

４
本
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
俳
優
の
髙
嶋
政
宏
さ
ん
、

女
優
の
田
中
美
里
さ
ん
、
黒
澤
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
の
黒
澤
久
雄
社
長
が
ゲ

ス
ト
と
し
て
参
加
。
６
日
に
ウ
ェ
ル

サ
ン
ピ
ア
伊
万
里
で
行
わ
れ
た
ク
ラ

ン
ク
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
た
く
さ

ん
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
ゲ
ス
ト
と
の

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　　

７
日
に
は
３
分
ビ
デ
オ
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
44
作
品
の
中
か
ら
一
次

審
査
を
通
過
し
た
６
作
品
を
発

表
。
静
岡
県
の
山
口
翔
さ
ん
の
作

品
『
p
a
p
e
r 

p
l
a
y
』
が

グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
こ
の
映
画
祭
へ
の

出
品
は
初
め
て
で
、「
受
賞
に
驚
い

て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

出
品
し
た
い
で
す
」
と
受
賞
を
喜

び
ま
し
た
。

　　

わ
く
わ
く
映
像
塾
発
表
会
で

は
、
ゲ
ス
ト
の
髙
嶋
さ
ん
、
田
中

さ
ん
も
参
加
。
こ
れ
ま
で
に
制
作

さ
れ
た
伊
万
里
中
、
山
代
中
の
作

品
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
『
校
歌
』
を
テ
ー
マ
と
し
た

映
像
を
制
作
中
の
伊
万
里
中
の
生

徒
が
、
そ
の
メ
イ
キ
ン
グ
ビ
デ
オ

を
披
露
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
生

徒
は
、
２
人
の
ゲ
ス
ト
か
ら
講
評

を
受
け
た
後
、
芸
能
界
の
話
な
ど

を
聞
き
大
喜
び
。
最
後
に
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

※敬称略

表彰団体 表彰者（個人）

10.6-7

ビデオコンテストでは山口翔さん
（右から３人目）がグランプリに

▼
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
３
分
間
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト

▼
わ
く
わ
く
映
像
塾
発
表
会

クランクインパーティーで参加し
たファンと談笑するゲストの髙嶋
政宏さん（右) と田中美里さん

ゲ
ス
ト
と
交
流
、
自
慢
の
映
像
を
発
表

わくわく映像塾に参加した伊万里中学校の生徒た
ちは、髙嶋さんと田中さんを前に大喜び

▼
話
題
作
な
ど
６
本
を
上
映

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

〜みんなのために〜
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11
月
は
﹃
年
金
月
間
﹄
で
す

申　請　免　除 若年者
納付猶
予 (30
歳未満）

学生納付
特　　例 未　納

全額免除
一 部 納 付

1/4 納付 半額納付 3/4 納付

老齢基礎年金を受け
るためには 受給資格期間に入ります 受給資格期間

に入りません

受け取る年金の計算
をする際には

1/3 が反映
されます

1/2 が反映
されます

2/3 が反映
されます

5/6 が反映
されます

年金額には反映され
ません

年金額には反
映されません

障害・遺族基礎年金
を請求するときは 保険料を納めたときと同じ扱いです

年金を受けら
れない場合が
あります

◆35 歳を迎える人にねんきん定期便が送付されます

◆58 歳になった人に年金加入記録が送付されます

◆申請すれば誰でも年金加入記録の照会ができます

●
問
合
先　

　

市
民
課
年
金
係

　
（
☎
㉓
２
１
４
２
）

　公的年金は、将来の社会経済がどのように変わろう
とも、やがて必ず訪れる長い老後の収入確保を約束で
きる唯一のものです。
　これらの年金の支給を受けるためには、必ず公的年
金制度に加入して保険料を納めていることが必要です。
　なお、国民年金保険料を納めるのが困難な場合は、

保険料の免除制度があります。

老齢年金
年をとったとき

遺族年金
死亡したとき遺族へ

遺族年金

障害年金
 事故や病気などで
障害者となったとき

私ってどれくらい納めているの？

年金の加入記録を確認できます

国民年金

の 種 類

国民年金保険料の免除制度

※それぞれ所得などの要件があります

　

辛
子
明
太
子
な
ど

の
水
産
物
加
工
中
堅

企
業
の
㈱
か
ね
は

（
福
岡
市
東
区
、
吉

永
徳と

く
の
り法

社
長
）
が
大

坪
町
白
野
に
新
会
社

『
㈱
か
ね
は
食
品
』

を
設
立
、
こ
の
た
び
工
場
を
建
設

す
る
こ
と
に
な
り
、
10
月
18
日
に

市
役
所
で
市
と
の
進
出
協
定
の
締

結
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

親
会
社
の
㈱
か
ね
は
は
、
現
在
、

辛
子
明
太
子
な
ど
製
品
の
一
部
を

韓
国
で
委
託
製
造
し
て
輸
入
し
て

い
ま
す
が
、
食
に
対
す
る
安
全
性

の
意
識
が
日
本
国
内
で
高
ま
る

中
、
海
外
製
造
か
ら
国
内
製
造
へ

の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。
吉
永

社
長
が
旧
西
有
田
町
の
出
身
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
県
西
部
地
域
へ

の
工
場
建
設
を
検
討
し
た
結
果
、

今
回
、
伊
万
里
市
へ
の
進
出
が
決

定
し
た
も
の
で
す
。

　

新
設
す
る
工
場
の
規
模
は
、
敷

地
面
積
８
２
５
０
平
方
�
、
建

物
面
積
１
６
１
５
平
方
�
の
鉄

骨
造
平
屋
建
て
で
、
投
資
額
は

４
億
６
０
０
０
万
円
。
11
月
に
着

工
し
、
来
年
７
月
の
操
業
開
始
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
は
、
地
元
か
ら
当
初
正

社
員
５
人
、
パ
ー
ト
87
人
を
雇
用

し
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
は
100
人

体
制
と
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
計
画
売
上
高
は

操
業
開
始
の
平
成
20
年
度
は
９
億

円
、
平
成
24
年
度
に
は
15
億
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
吉
永
社
長
は
「
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
伊
万
里
市

と
協
働
で
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
工
場
は
誰
で
も
自
由

に
見
学
で
き
る
施
設
と
な
る
予
定

で
す
。

大
坪
町
白
野
に
新
工
場
建
設

進
出
協
定
を
締
結

水産物加工

㈱かねは食品

進
出
協
定
の
締
結
後
、
握
手
す
る
吉

永
徳
法
社
長
（
左
）
と
塚
部
市
長
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『
顔
ほ
ど
面
白
い
も
の
は
な

い
』。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
ア
ン
コ
ー

ル
ア
ワ
ー
』
で
の
放
送
。

　

生
き
生
き
と
し
た
ま
な
ざ
し
で

キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
か
わ
れ
て
い
る

姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
映
し
出

さ
れ
る
。
当
時
95
歳
に
し
て
、
か

く
し
ゃ
く
と
さ
れ
て
い
る
画
家
・

杉
本
健
吉
氏
の
生
き
ざ
ま
を
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
追
っ

て
い
く
。
100
歳
ま
で
に
100
の
自
画

像
を
描
く
。
氏
の
思
い
で
あ
る
。

「
少
な
く
と
も
100
歳
ま
で
は
、
元
気

　

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
に

郡
制
が
公
布
さ
れ
、
明
治
34
年

（
１
９
０
１
）、
佐
賀
県
西
松
浦

郡
会
議
事
堂
が
、
現
在
の
東
新

町
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
郡
会

議
事
堂
が

「
宏
濟
閣
」

で
す
。
広
い

建
物
に
優
秀

な
議
員
を
集

め
、
郡
民
の

た
め
に
よ
り

よ
く
議
す
る

と
い
う
理
念

を
表
し
て
い

ま
す
。

　

副
島
種
臣

墨
跡
は
明
治
33
年
に
書
か
れ
、

議
場
正
面
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

墨
跡
と
は
書
の
こ
と
で
す
。

 
額が

く
そ
う装

で
縦
１
１
８
㌢
、
横

３
６
０
㌢
で
す
。
絹け

ん
ぽ
ん本
に
、
右

か
ら
左
へ
楷か

い
し
ょ
た
い

書
体
で
力
強
く
書

き
、
下
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
を

考
え
た
扇
形
の
文
字
配
置
に

な
っ
て
い
ま
す
。
右
上
に
１
か

所
の
冠か

ん
ぽ
う
い
ん

帽
印
が
あ
り
、
左
側
に

「
副
島
種
臣
」
の
落ら

っ
か
ん款

と
銘め

い
い
ん印

が

あ
り
ま
す
。

　

副
島
種
臣
（
１
８
２
８
～

１
９
０
５
）
は
、
佐
賀
藩
出
身

の
政
治
家
で
佐
賀
の
七
賢
人
の

一
人
で
す
。
漢
詩
や
書
に
秀
で
、

「
蒼そ

う
か
い海
」
の
号ご

う

が
有
名
で
す
。

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
に

郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
、
墨
跡
は

伊
万
里
町
役
場
、
伊
万
里
市
役

所
へ
と
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。

　

美
術
的
価
値
が
高
く
、
昭
和

48
年
、
伊
万
里
市
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館
で

保
管
さ
れ
、
市
役
所
玄
関
に
は

複
製
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

副そ
え
じ
ま
た
ね
お
み
ぼ
く
せ
き

島
種
臣
墨
跡 

宏こ
う
さ
い
か
く

濟
閣

〜
佐
賀
の
七
賢
人
が
西
松
浦
郡
会
議
事
堂
の
た
め
に
書
い
た
書
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
㉜

で
頑
張
る
」
と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
。

　

自
画
像
と
い
っ
て
も
単
な
る
画

面
い
っ
ぱ
い
に
自
分
を
描
く
の
で

は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
や

生
活
の
情
景
の
中
に
自
分
を
置
い

た
画
面
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
『
電
車
の
中
の
自
分
』

『
水
族
館
の
魚
と
遊
ぶ
自
分
』
な
ど

の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
場

面
に
、
他
の
人
物
や
生
物
な
ど
と

共
生
す
る
自
分
の
姿
を
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
。

　

自
己
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て

目
立
た
せ
る
の
で
な
く
、
そ
っ
と

さ
り
げ
な
く
配
さ
れ
て
い
る
。
生

活
の
ぬ
く
も
り
が
あ
る
。
杉
本
氏

の
大
好
き
な
小
さ
な
生
き
物
、
セ

ミ
や
ト
ン
ボ
な
ど
も
自
画
像
と
と

も
に
、
絵
の
中
に
た
く
さ
ん
登
場

す
る
。
時
に
は
河か

っ
ぱ童
も
・
・
・
。

　

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
、
人
、

そ
し
て
自
然
を
愛
し
、
慈
し
む
、

そ
の
生
き
方
が
画
面
に
躍
動
す

る
。「
長
生
き
す
る
の
が
目
的
で
は

な
い
。
絵
を
描
く
た
め
に
長
生
き

し
た
い
」
と
奥
が
深
い
。
年
を
重

ね
て
ま
す
ま
す
命
を
輝
か
せ
て
生

き
て
お
ら
れ
る
。
今
に
燃
え
て
お

ら
れ
る
。

　

今
の
社
会
を
築
き
、
支
え
て
こ

ら
れ
た
高
齢
者
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
高
齢
者
を
大
事
に
し
、
尊

敬
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

伊
万
里
中
学
校
の
総
合
学
習

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
グ
ル
ー

プ
が
福
祉
体
験
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
９
月
19
日
の
６
回
目

の
体
験
学
習
で
は
、
市
民
セ
ン
タ

ー
で
佐
賀
大
学
准
教
授
・
松
尾
清

美
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
多
様
な

車
イ
ス
の
使
い
分
け
を
学
び
ま
し
た
。

　

松
尾
先
生
は
「
身
体
に
障
害
が

あ
っ
て
も
、
適
切
な
車
イ
ス
を
使

い
、
生
活
環
境
を
整
え
れ
ば
楽
し

く
生
活
で
き
る
」
と
、
自
身
が
車

イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
立
場
か

ら
、
障
害
が
あ
っ
て
も
誇
ら
し
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
生

徒
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

障
害
が
あ
っ
て
も
誇
ら
し
く
生
き
る

車イスの構造を説明する
佐賀大学・松尾准教授

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎　

３
１
８
６
）

◯23

伊
万
里
中
生
徒
が
福
祉
体
験
学
習

『
豊
か
な
年
の
重
ね
』
に
尊
敬
の
念

『
豊
か
な
年
の
重
ね
』
に
尊
敬
の
念



『子どもを信じて見守ってほしい』

食と器のコラボで『ふるさと薬膳』

　俳優の川野太郎さんを講師に迎え、山代町青少年健全
育成大会が山代中学校でありました。川野さんは自らの
子育ての体験から「何をするにも子どもを信じ理解して
やることが大切で、地域の人も子どもたちを見守ってほ
しい」と会場の保護者など約 400 人に語りました。

　大川内山で今年度２回目の『ふるさと薬膳レストラ
ン』がありました。今回は呼吸器を乾燥から守る食材
がテーマ。市内外からの参加者 50 人は、『食と器のコ
ラボ』を楽しみながら、たまねぎなど辛みを持つ食材
をふんだんに使った料理 13 品を堪能しました。
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　黒川町の伊万里マリーナ特設会場で『青い羽根チャ
リティー・マリーナサンセットライブ 2007』が開か
れました。これは、ＮＰＯ法人伊万里湾小型船安全協
会の主催によるもので、入場料を、海難救助活動費用
に充てるための『青い羽根募金』に寄付するものです。
この日は、モーターボートと水上バイクの無料体験乗
船のあと、市内外のバンド 10 組が自慢の演奏を披露。
観客は伊万里湾の夜景と音楽を楽しみました。

マリーナで青い羽根チャリティーライブ

２年ぶりの伝統芸能『府招浮立』奉納
　県重要無形民俗文化財の府招浮立が南波多町府招地
区でありました。昨年は災害のため中止となり、２年
ぶりとなったこの日は、あでやかな衣装を身につけた
子どもたちが愛宕権現神社境内に向かう『道行き』や、
境内での『本浮立』に大勢の観客が見入っていました。

10.7

10.14

9.22

9.26



人命救助に警察署長から感謝状贈呈
　大川内町で軽トラックが７㍍下の伊万里川に転落し、
車両に閉じ込められていた運転手と同乗者を救出した、
市内に住む立石善之さんと樋口英司さんに伊万里警察
署長から感謝状が贈られました。２人は「事故直後の
発見が救出につながってよかった」と語っていました。

レシピを見ながらおいしく料理

11 2007.11

　男性にも健康づくりに料理を役立ててもらおうと、男
の腕まくり『厨房に入ろう』と題した料理教室が市民セ
ンターでありました。これは伊万里市食生活改善推進協
議会が毎年開いているもので、この日は、じゃがいもス
ープや手作りソーセージにチャレンジしました。

市長夫人の方々に大川内山をＰＲ
　九州･沖縄の 116 市長でつくる九州市長会が佐賀市で
開催され、同行した市長夫人の方々が大川内山を訪れ散
策を楽しみました。この日は、観光ボランティアガイド
の会の案内で、窯元や工房などを見学した皆さんは、焼
き物と自然あふれる景観の『秘窯の里』を堪能しました。

未公開の逸品など市民の『お宝』を展示
　市民の貴重な『お宝』を公開する市民所蔵品展が、歴
史民俗資料館で11月４日まで開かれています。今回は、
日本画･水墨画がテーマで、愛好家など 26 人からびょ
うぶや掛け軸など 30 点が出品され、中には初めて一般
公開される『山水図』などの逸品も展示されています。

立
川
公
民
館
で
塚
部
市
長
と
語
り
合
い

第
２
回
よ
か
村
づ
く
り
座
談
会

　

市
周
辺
部
の
住
民
と
塚
部
市
長
が
、
地
域
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
直
接
ひ
ざ
を
交
え
て
語
り

合
い
、今
後
の
地
域
の
振
興
策
な
ど
を
探
る
『
第

２
回
よ
か
村
づ
く
り
座
談
会
』
が
大
川
町
の
立

川
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
中
学
生
２
人
を
含
む
40
人
が
参

加
。
地
域
の
振
興
策
の
ほ
か
、
第
４
工
業
用
水

道
建
設
事
業
や
新
病
院

建
設
事
業
な
ど
市
政
の

重
要
施
策
も
話
題
と
な

り
、
約
１
時
間
に
わ
た

っ
て
座
談
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

中
で
も
、
立
川
地
区

が
旧
産
炭
地
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
倒
壊
の
危

険
が
高
い
炭
坑
住
宅
の

空
家
問
題
や
、
伊
万
里

梨
発
祥
の
地
と
し
て
平

成
22
年
度
に
開
催
さ
れ

る
『
第
59
回
全
国
ナ
シ

研
究
大
会
』
の
会
場
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
大
型
バ
ス
が
通
行
で
き
る

よ
う
周
辺
の
市
道
を
拡
幅
し
て
も
ら
い
た
い
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
塚
部
市
長
は「
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
立
川
地
区
の
発
展
に
向

け
て
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
対
応
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

立 石 善 之 さ ん
（東山代町脇野）

9.27

10.7

10.17

9.28

10.5

樋 口 英 司 さ ん
（大川内町平尾）



バ
ッ
ク
し
て
仰
ぐ
一
樹
の
返
り
花

朝
夕
の
冷
気
に
馴
染
む
白
萩
は
季
の
流
れ
に
添
へ

る
や
さ
し
さ

伊
万
里
町
本
町

西　

順
子

森　

幸
子

東
山
代
町
天
神

2007.11

　

こ
の
日
は
、
秋
晴
れ
の
さ
わ
や

か
な
風
が
吹
く
中
、
大
会
に
は
市

内
か
ら
47
チ
ー
ム
３
２
９
人
が
出

場
。
開
会
式
で
は
、
吉
川
チ
エ
さ

ん
96
歳
（
山
代
町
楠
久
津
）

な
ど
90
歳
以
上
の
出
場
選
手

16
人
に
特
別
賞
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
技
術
と
頭
脳
を

発
揮
し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の

連
続
で
、
各
コ
ー
ト
で
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
優　

勝

　

楠
久
津
（
山
代
町
）

▼
準
優
勝

　

山
代
西
部
（
山
代
町
）

▼
３　

位

　

馬
蛤
潟
（
波
多
津
町
）

　

９
月
27
日
、
第
20
回
市
長
杯
争

奪
伊
万
里
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

第
20
回
市
長
杯
争
奪
市
民
ゲ
�
ト
ボ
�
ル
大
会

技
術
と
頭
脳
プ
レ
�
の
連
続   

楠
久
津
チ
�
ム
が
優
勝
！
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10
月
に
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た
、
中
尾
ツ
チ
ヨ

さ
ん
（
大
川
町
川
西
）、
力
武
ハ
ネ

さ
ん
（
木
須
町
木
須
西
）、
武
野
ル

イ
さ
ん
（
南
波
多
町
府
招
上
）
の

3
人
に
、
塚
部
市
長
か
ら
百
寿
記

念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
、
こ
の
日
が
誕
生
日

だ
っ
た
中
尾
ツ
チ
ヨ
さ
ん
（
写
真

上
）
は
、
現
在
、
市
内
の
病
院
に

入
院
中
で
、
こ
の
日
は
、
入
院
先

の
病
院
を
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、

ご
家
族
と
共
に
祝
福
。
ひ
孫
の
中

尾
き
ら
ら
ち
ゃ
ん
も
大
好
き
な
ツ

チ
ヨ
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
側そ

ば

で

「
お
め
で
と
う
」
と
百
歳
の
誕
生
日

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
７
日
に
は
力
武
ハ

ネ
さ
ん
（
写
真
中
）
が
め
で
た
く

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
10
月
10

日
に
、
塚
部
市
長
が
自
宅
を
訪
問
。

ハ
ネ
さ
ん
は
、
少
々
耳
が
遠
い
も

中尾ツチヨさんと
ひ孫のきららちゃん

力武ハネさん

の
の
お
元
気
で
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

を
見
る
時
も
眼
鏡
い
ら
ず
で
、
ま

た
、
今
で
も
お
一
人
で
お
風
呂
に

入
る
な
ど
、
身
の
回
り
の
こ
と
は

ご
自
分
で
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
10
月
19
日
に
は
武
野

ル
イ
さ
ん
（
写
真
下
）
が
入
所
す

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
塚
部

市
長
が
訪
問
。
施
設
で
は
ご
家
族

や
入
所
者
な
ど
が
集
ま
り
、
ル
イ

さ
ん
の
百
歳
の
誕
生
会
が
催
さ
れ
、

百
寿
記
念
メ
ダ
ル
の
贈
呈
と
と
も

に
、
ル
イ
さ
ん
を
囲
み
皆
さ
ん
で
、

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
♬
を
歌
い

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

百寿メダル贈呈百寿メダル贈呈
いつまでもお元気で

武野ルイさん



■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク　

　

左
の
弧
は
『
青
』
で
波
多
津
の

海
、
右
の
弧
は
『
緑
』
で
波
多
津

の
大
地
、
中
央
の
丸
は
『
赤
』
で

人
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
発
展
を
意
図
し
、
全
体
で

波
多
津
の
頭
文
字
『
Ｈ
』
を
伸
び

や
か
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

※
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
浦
区
の

田
中
ひ
と
み
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン

■
公
民
館
愛
称

　
﹃
豊
か
な
自
然
と

人
情
あ
ふ
れ
る
波
多
津
町
﹄

■
町
木
・
町
花　

桜　
　

　

市
内
有
数
の
桜
の
名
所
で
あ
る

高
尾
山
。
開
花
時
期
と
も
な
れ
ば
、

新
緑
と
相
映
る
そ
の
遠
景
は
、
ど

こ
か
ら
眺
め
て
も
美
観
で
す
。

2007.11

　

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

波多津町

眞
さな

田
だ

 菜
な

緒
お

さん (2�歳)

★
お
仕
事
は

　

中
島
ス
ポ
ー
ツ
に
勤
め
て
６
年

目
に
な
り
ま
す
。
お
客
様
と
い

ろ
ん
な
お
話
を
し
て
楽
し
く
お

仕
事
し
て
い
ま
す

★
特
技
（
ス
ポ
ー
ツ
）
は

　

走
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
陸
上

で
す
か
ね

★
趣
味
は

　

音
楽
鑑
賞
や
野
球
観
戦
で
す
ね
。

高
校
時
代
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ

�
ー
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

休
み
の
日
に
は
、
高
校
野
球
の

応
援
に
佐
賀
ま
で
出
か
け
た
り

し
て
い
ま
す

★
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

　

い
つ
か
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

し
て
み
た
い
で
す
ね

★山代町久原一区

★おうし座・A 型
　

わ
た
し
は
幼
稚
園
が
大
好
き
♥

先
生
や
お
友
だ
ち
と
歌
っ
た
り
遊

ん
だ
り
、
給
食
も
と
～
っ
て
も
楽

し
み
♬
お
家
で
は
弟
の
あ
っ
く
ん

(

淳
志
く
ん
１
歳)

と
『
プ
リ
キ

�
ア
５
』
ご
っ
こ
を
し
て
い
ま
す
。

時
々
け
ん
か
も
す
る
け
ど
「
な
っ
ち

�
～
ん
」
と
ど
こ
に
で
も
つ
い
て
く

る
あ
っ
く
ん
は
可
愛
い
で
す
♥

松
ま つ

永
な が

 奈
な

穂
ほ

ちゃん

　

周
り
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
の
び

の
び
と
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
い
出
会
い
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
よ
う
に
♥

★昌宏・真理さんの長女

★大坪町つつじケ丘

(　　)５歳

愛称『豊かな自然と人情あふれる 波多津町』

小杉 道久　館長

1�



11 月の市民スポーツ

11 月の町民スポーツ
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４日（日）
●山代町民ゲートボール大会
　８時30分開会　山代ゲートボール場
●黒川町内一周駅伝競走大会
　９時開会　黒川町内
●東山代町民駅伝競走大会
　９時開会　東山代町内
●やってみゅ〜だ 2007
　佐賀県玉入選手権大会
　９時30分開会　大川体育館
　ジュニア駅伝大会
　12時開会　大川小学校周辺
11 日（日）
●大川町内一周駅伝大会
　９時開会　大川町内
●二里町民駅伝大会
　13時開会　二里町内
18 日（日）
●大川内町内一周駅伝大会
　８時開会　大川内町内
●牧島公民館まつり駅伝大会
　９時20分開会　牧島公民館周辺
12 月１日（土）
●東山代町民歩こう会
　８時45分出発　東山代公民館〜山ノ寺
●山代町山ノ寺歩け歩け大会
　８時開会　山代公民館〜山ノ寺

　

10
月
４
日
、
第
17
回
シ
ル
バ
ー

体
育
祭
が
国
見
台
球
技
場
を
会
場

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
季
節
外
れ
の

暑
さ
の
中
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
大
会
に
は
、
市
内
13
町

の
老
人
会
か
ら
約
１
１
０
０
人
が

元
気
に
出
場
。
前
年
度
優
勝
の
大

川
内
町
代
表
の
金
武
昌
身
さ
ん
の

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
力
強
い
選
手

宣
誓
後
、
球
運
び
や
ロ
マ
ン
ス
競

争
、
び
ん
倒
し
競
争
、
玉
入
れ
な

ど
８
種
目
の
競
技
に
汗
を
流
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
優　

勝　

大
川
内
（
114
点
）

▼
準
優
勝　

波
多
津
（
109
点
）

▼
３　

位　

牧　

島
（
104
点
）

▼
４　

位　

立　

花
（
104
点
）

▼
５　

位　

山　

代
（
102
点
）

２日（金）〜４日（日）
●市長旗争奪高校野球秋季大会
　２日13時開会　国見台野球場
４日（日）
●伊西地区中学新人卓球大会
　９時開会　国見台体育館
10 日（土）、11 日（日）
●近県中学バスケットボール伊万里大会
　９時開会　国見台体育館ほか
11 日（日）
●市民バレーボール大会
　８時30分開会　国見台体育館ほか
17 日（土）
●伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　８時30分開会　国見台庭球場ほか
25 日（日）
●市内一周駅伝競走大会
　８時45分スタート　市内一円
●職域剣道大会
　９時開会　国見台武道館

　

10
月
６
日
、
第
５
回
中
学
校
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会
が
国

見
台
球
技
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
伊
万
里
西
松
浦
地

区
か
ら
６
中
学
校
が
出
場
。
決
勝

戦
は
、
１
回
戦
の
青
嶺
中
学
校
を

25
対
０
、
２
回
戦
の
東
陵
中
学
校

を
12
対
３
で
破
り
波
に
乗
る
伊
万

里
中
学
校
と
、
西
有
田
中
学
校
の

対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
１
・
２
回
戦
同
様
に
序

盤
か
ら
伊
万
里
中
学
校
の
打
線
が

爆
発
。
西
有
田
中
学
校
相
手
に
投

打
に
圧
倒
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

13
対
２
の
５
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

で
、
見
事
！
伊
万
里
中
学
校
が
優

勝
し
ま
し
た
。

【
決
勝
戦
‥
５
回
コ
ー
ル
ド
】

　

伊
万
里
中　

０
５
０
３
５ 

13

　

西
有
田
中　

０
０
２
０
０ 

２

第
５
回
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

投
打
に
圧
勝
し
た　

伊
万
里
中
学
校
が
優
勝
!!

優勝した伊万里中学校女子ソフト部の皆さん

　

９
月
17
日
、
第
25
回
伊
万
里
正せ

い

鵠こ
く
か
い会
弓
道
選
手
権
大
会
が
国
見
台

弓
道
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
佐
賀
・
長
崎
県
か

ら
男
女
73
人
が
出
場
。
男
女
混
合

で
行
わ
れ
た
競
射
は
、
一
人
８
本

ず
つ
矢
を
放
ち
、
７
本
を
射
抜
い

た
上
位
３
人
で
優
勝
者
を
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
井
上
泰
志

さ
ん
（
南
波
多
町
古
川
）
が
見
事

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

伊
万
里
正
鵠
会
弓
道
大
会

見
事
！
準
優
勝
に
輝
く

井
上
泰
志
さ
ん
（
南
波
多
町
）

第17回
シルバー体育祭

元気ハツラツ !
 ２年連続優勝 !

大川内チームゴールは目の前
球を落とさず慎重に

準優勝に輝いた
井上泰志さん
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伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会
が
、
10
月
５
日
、

国
見
台
陸
上
競
技
場
周
辺
コ
ー
ス

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
伊
万
里
・
西
松
浦
地
区

の
９
中
学
校
か
ら
、男
子
13
チ
ー
ム
、

伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

男
女
と
も
に
最
終
区
で
劇
的
な
逆
転
！

伊
万
里
中
学
校
男
子 

大
会
５
連
覇
達
成
!!

第39回 小学校陸上運動大会
大声援の中　最後まで全力で
　　走って！跳んで！投げた！

女
子
11
チ
ー
ム
が
出
場
。
コ
ー
ス

は
男
子
６
区
間
20
㌔
、
女
子
５
区

間
12
㌔
で
健
脚
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
男
女
と
も
、
最
終
区

へ
２
位
で
た
す
き
を
渡
し
た
チ
ー

ム
が
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー
の
逆
転
で

優
勝
を
飾
る
劇
的
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
男
子
は
伊

万
里
中
学
校
が
大
会
５
連
覇
を
達

成
し
、
女
子
は
伊
万
里
中
学
校
が

有
田
中
学
校
に
敗
れ
、
惜
し
く
も

３
連
覇
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
と
区
間
賞

は
次
の
と
お
り
で
す
。

区間賞の力走で優勝の
ゴールをする伊万里中学
校６区の市丸智裕選手

◆開催日：10月13日（土）　◆会　場：国見台陸上競技場
◆出場選手：延べ 932 人（市内16小学校４年生以上の代表選手）
◆大会成績：下表のとおり（記録の赤字は大会新記録）
　　　　　　　※各種目の順位は大会規定により決定されています

６年男子持久走
ゴール前の接戦

６年男子走高跳
自己記録へ挑戦



演
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●

日　

時　

11
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

企
画
政
策
課

（　

☎
㉓
２
１
２
４
）

　

市
で
は
、
今
年
度
も
ツ
ル
越
冬

誘
致
事
業
を
行
い
ま
す
。
誘
致
期

間
中
は
、
東
山
代
干
拓
地
に
立
入

り
禁
止
区
域
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ツ
ル
の
監
視
な
ど
を
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
が

あ
る
人
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

越
冬
誘
致
期
間

　

11
月
１
日
～
来
年
２
月
29
日

●
問
合
先　

農
山
漁
村
整
備
課

（　

☎
㉓
２
５
９
１
）

を
希
望
す
る
保
育
園
に
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
市
外
の
保
育
園
へ

の
入
園
を
希
望
す
る
人
は
、
福

祉
課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
（
土
日
を
除
く
）

●

対
象
乳
幼
児　

保
護
者
が
仕
事

や
病
気
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で

保
育
が
で
き
な
い
乳
幼
児

※
家
事
や
下
の
子
の
育
児
、
小
学
校

入
学
準
備
の
た
め
、
集
団
生
活
へ

の
適
応
の
た
め
と
い
う
理
由
で
は

入
園
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
（
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
一
時
保
育
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

●

受
付
期
間　

　

12
月
１
日
（
土
）
～
８
日
（
土
）

※
同
じ
保
育
園
に
継
続
し
て
入
園

を
希
望
す
る
場
合
も
、
申
込
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

●

問
合
先　

福
祉
課
子
育
て
支
援

室
（　

☎
㉓
２
１
７
４
）

　

平
成
20
年
度
の
保
育
園
入
園
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
入
園

申
込
書
お
よ
び
関
係
書
類
は
、
各

保
育
園
に
あ
り
ま
す
の
で
、
入
園

162007.11

　

平
成
20
年
度
の
市
立
幼
稚
園
の

入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
入
園
申
込
書
は
、
各
幼
稚
園

に
あ
り
ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望

す
る
幼
稚
園
に
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●

対
象
幼
児

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
、

満
３
歳
～
５
歳
の
幼
児

●

申
込
期
限　

12
月
20
日
（
木
）

●

預
か
り
保
育

　

閉
園
後
～
午
後
５
時

▽
夏
休
み
・
冬
休
み

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
年
度

途
中
の
入
園
も
可
能
で
す
の

で
、
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先　
　

▽
波
多
津

東
幼
稚
園
（
☎
㉕
０
７
６
９
）

▽
黒
川
幼
稚
園
（
☎
㉗
０
６
０
９
）

　
『
新
幹
線
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
協
議
会
・
さ
が
』
の
主
催
に

よ
り
、
西
九
州
新
幹
線
の
開
通
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
効
果

を
、
い
か
に
し
て
地
域
に
結
び
つ

け
て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
『
公
共

交
通
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
講

お
知
ら
せ

平

成

20

年

度

の

保
育
園
入
園
申
込
受
付

立入り禁止区域

市

立

幼

稚

園

の

入

園

申

込

受

付

公
共
交
通
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
講
演
会

ツ
ル
越
冬
の
た
め

立
入
り
を
禁
止
し
ま
す

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

くらしの



　

自
宅
で
子
ど
も
を
有
料
で
預
か

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
の
経

験
が
あ
る
人
や
保
育
士
の
資
格
を

持
つ
人
を
対
象
に
、『
子
育
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
』
提
供
会
員

登
録
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

●

期　

日　

11
月
22
日
（
木
）、
26

日
（
月
）
～
28
日
（
水
）

※
26
日
、
27
日
の
ど
ち
ら
か
で
保

育
園
実
習
が
あ
り
ま
す

●

会　

場　

立
花
公
民
館

●

内　

容　

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
心
構
え
ほ
か
４
科
目
の
講
義

と
保
育
園
実
習

●

受
講
料　

２
０
０
０
円

●

定　

員　

30
人

●

申
込
期
限　

11
月
12
日
（
月
）

●
申
込
・
問
合
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
ぽ

（
☎
㉓
５
１
９
７
）

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
か
ら
選
ば

れ
た
約
14
万
の
小
売
店
舗
と
約

３
万
の
飲
食
店
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を
対
象
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

主
な
商
品
の
販
売
価
格
や
サ
ー
ビ

ス
料
金
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
店
舗
の

規
模
、
業
態
の
違
い
に
よ
る
価
格

くらしの 

差
や
、
物
価
の
地
域
間
格
差
が
明
ら

か
と
な
り
、
物
価
政
策
を
は
じ
め
各

種
行
政
施
策
を
立
案
す
る
際
の
重
要

な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

小
売
店
舗
は
調
査
員
が
、
飲
食

店
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
市
が
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先　

情
報
広
報
課
市
民
サ

ー
ビ
ス
係
（　

☎
㉓
２
１
３
３
）

●

日　

時　

12
月
２
日
（
日
）

▽
正
午
開
場
▽
12
時
30
分
開
演

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

出　

演　

市
内
で
音
楽
活
動
を

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
・
学
校

●

入
場
料　

無　

料
（
託
児
室
有
）

●
問
合
先　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（　

☎
㉒
１
２
６
２
）
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あ
な
た
の
子
育
て
経
験
を

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

全
国
物
価
統
計
調
査
が

11
月
に
実
施
さ
れ
ま
す

市

民

音

楽

祭

ふ
る
さ
と
の
明
日
を
聴
く



●

会　

場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
、
各

町
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、

陶
器
商
家
資
料
館
、
伊
万
里
・

鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
図
書
館
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

●

募
集
期
限　

11
月
16
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

（　

☎
㉓
３
１
８
６
）

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
『
第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
』

を
策
定
し
ま
す
。
そ
こ
で
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
こ
の
計

画
に
生
か
す
た
め
『
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
（
仮
称
）』
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
伊
万
里
の
将
来
や
そ

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

募
集
人
員　

10
人
程
度

●

対　

象　

20
歳
以
上
の
人
で
、

市
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
ま

た
は
居
住
し
、
会
議
に
出
席
で

き
る
人
（
公
務
員
を
除
く
）

※
会
議
は
、
平
日
の
夕
方
に
開
催

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

●

任　

期　

11
月
末
～
来
年
５
月
末

●

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

『
ま
ち
づ
く
り
』
に
関
す
る
考
え

（
800
字
以
内
）
を
添
え
て
、郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限　

11
月
15
日
（
木
）

●

申
込
・
問
合
先　

　

〠
８
４
８
‐
８
５
０
１

　

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

伊
万
里
市
役
所 

企
画
政
策
課

（　

☎
㉓
２
１
２
４　

㉒
７
２
１
３
）

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

city.im
ari.lg.jp
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『
焼
き
物
の
里　

伊
万
里
』
の
歴

史
を
皆
さ
ん
に
学
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
陶
磁
器
の
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

対　

象　

市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
高
校
生
以
上
の
人

●

定　

員　

30
人

※
受
講
者
は
す
べ
て
の
講
座
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

●

開
催
日
（
内
容
）

▽
11
月
25
日
（
日
）『
や
き
も
の
』

▽
12
月
２
日
（
日
）『
古
唐
津
』

▽
12
月
９
日
（
日
）『
古
伊
万
里
』

▽
12
月
16
日
（
日
）『
鍋
島
』

●

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ぼ
し
ゅ
う

陶
磁
器
の
公
開
講
座

受

講

生

募

集

伊
万
里
の
将
来
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
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11 月はエコドライブ推進月間です

無用なアイドリングをやめましょう
　10 分間のアイドリング（ニュートラル
レンジ、エアコン OFF）で、130cc 程度
の燃料を浪費します。待ち合わせや荷物の
積み降ろしのための駐停車の際には、アイ
ドリングをストップしましょう。
※エコドライブ普及連絡会資料より



人のうごき
平成 19 年 10 月１日現在
●人口　58,625 人　　（＋ 55）
　　男　27,976 人　　（＋ 16）
　　女　30,649 人　　（＋ 39）
●世帯　21,387 世帯    （＋ 35）

（　）は前月比

広報　　　　　 2007-11
■発行日／平成 19 年 11 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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編

集

室

か

ら

　

府
招
浮
立
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て

見
る
府
招
浮
立
は
、
艶
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま

と
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
『
道
行
き
』
で
ス
タ
ー
ト
。

そ
し
て
境
内
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
華
麗
な
演
目

の
数
々
。
絵
に
な
る
伝
統
芸
能
だ
け
に
多
く
の

写
真
愛
好
家
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、同
じ『
カ

メ
ラ
マ
ン
』と
し
て
複
雑
な
心
境
に
な
る
出
来
事

が
。
中
に
は
、
自
分
が
狙
う
被
写
体
の
邪
魔
に

な
る
人
を
声
を
出
し
て
追
い
払
い
『
会
心
の
写

真
』
を
撮
る
人
も
。
伝
統
芸
能
は
誰
の
た
め
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
新
聞
社
な
ど

プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
静
か
に
待
っ
て
一
瞬

の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
そ
う
で
す
。（
哲
）

　伊万里では２回目となる『ＭＲ
祭り』が10月 13日、伊万里駅前
で開かれました。会場には線路が
敷かれ、ミニ SLが出現！集まった
子どもたちは機関車に乗って大喜
び。ガタンゴトン、気持ちよく揺
られて中には眠ってしまう子も・・

　
『
い
ま
り
秋
祭
り
２
０
０
７
』
が
10
月
20
日
、
市
街
地
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
秋
祭
り
は
、
こ
れ
ま
で
同
時
開
催
だ
っ
た
『
ト

ン
テ
ン
ト
ン
』
が
休
止
と
な
っ
た
た
め
、
恒
例
の
わ
っ
し

ょ
い
パ
レ
ー
ド
や
市
民
総
踊
り
に
加
え
、
焼
き
物
の
俵
を

大
八
車
に
乗
せ
和
船
で
積
み
出
す
伊
万
里
津
の
再
現
や
、

波
多
津
町
伝
統
の
『
鯛
山
笠
』
の
勇
壮
な
巡
行
、
秋
の
収

穫
を
祝
う
府
招
浮
立
や
久
原
浮
立
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜
は
、
相
生
橋
に
鍋
島
文
様
の
巨
大
ぼ
ん
ぼ
り
、
伊
万
里

大
通
り
の
街
路
樹
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
灯
さ
れ
る

な
ど
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

いまり秋祭り

2007

↑巨大ぼんぼりが川面を照らす 1,000 人が参加した市民総踊り↔

↑艶やかな山鹿灯籠踊りを披露↑イルミネーションが輝く大通り

↑中国青島歌舞団の華麗な舞

↑元気に！わっしょいパレード

↑和船による焼き物積み出し再現

↑豊作に感謝！久原浮立を奉納

↑波多津曳山保存会による『波多津鯛山笠曳き』が威勢のよい掛け声とともに市街地を勇壮に巡行

↑大人から子どもまで伊万里の秋を演出

勇
壮
な
鯛
山
笠
曳
き




